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あなたの気持ちを 

教えてください 

誰にとっても必要なコミュニケーション 

もっと話したいな、伝えたいな… 

そんな時に使ってほしい、その名もフレーズ帳！ 

中身はどんな感じか！？詳しくは紙面にて… 



Ｔ・Ｄ・Ｓ・Ｎ （Tanpopo Daily Support News） ６７ 

～ もっと 自分の想いを 出せる・伝えられる機会を ～ 

皆さんは嬉しい時、楽しい時、苦しい時、悩んでいる時、それを誰かに話したい時、伝えたい時にど

のような方法を取っていますか？ 

昨日見た面白いお笑い番組を友人や同僚に話す、仕事や勉強で悩んでいる時に家族に相談する、理不

尽な事があり許せなくてＳＮＳ上で愚痴る…。今はインターネットの普及もあり自己発信の場は昔とは

比べ物にならない程に増えました。ただ、そんな時代でも様々な事情から他者に自分の想いを伝える事

に困難さを抱える方達もいます。何かを誰かに伝えたいのに中々できない時、そういった時にその方達

に少しでもこちらから何かできないか…。今回、学さんとのコミュケーションの支援を通じて、その最

中に起きたある出来事から私が感じた事と、その後の支援についてご報告させて頂きます。 

 

今回紹介するのは学さん。とても器用な方でわたげでも色々な受注作業をお任せしているエースです。

一方で、本人は職員に頼み事や訴えがある場合に言葉で伝える事は出来るのですが、その際は早口気味

でぼそぼそとした喋り方になる為、聞き取りづらい時があるという状態でした。慣れている職員なら学

さんが今何を伝えたいか大体察する事は出来るのですが、コミュニケーション支援の前提として、誰に

対しても本人の思いを理解できるように、相手に伝えられるようになる事が大事だと思い、改善に取り

組みました。 

本人の普段の様子から、何かを読み上げる場面では字を見ながらなので、何もない状態と比較しては

っきりと聞き取りやすい声になるという評価がありました。その強みを活かして、本人が何か伝えたい

時に読み上げながら使用できる手軽なミニノートのようなツールが良いのではないかと考え、写真のよ

うな手の平サイズの【フレーズ帳】を作成しました。シチュエーション毎に作業・調理・その他などで

ページを作成。場面毎に良く使用するだろう単語を用意し、それらを組み合わせる事でより柔軟なコミ

ュニケーションや本人からの訴えを表現できるようにしました。 
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②【調理をする時のページ】 

単語のカードを選びます 

➀フレーズ帳を開きます 

④「出来高表が貯まりました。 

調理の日程を決めたいです。」 

文を読んで、職員に伝えます。 

③選んだカードを貼って、 

文章をつくります。 



このフレーズ帳を使用する事で、例えば調

理（作業の出来高表が貯まると行える学さん

のお楽しみ活動です）の場面で、以前は出来

高表が貯まって調理活動の日程を決めたい時、

学さんは「調理」と一言だけ職員に伝えてき

て調理の何を訴えたいのかわからない場面が

ありました。それを、フレーズ帳を使用して

「出来高表が貯まりました、調理の日程を決

めたいです」とより正確に伝えられるように

なったり、料理完成後に自分の調理ノートに

載せる用の写真を職員に撮って欲しい時に、

以前は「出来た」と言うだけでしたが「料理

が出来ました、写真を撮ってください」と伝

える事が出来たり、フレーズ帳の中の単語を組み合わせて読み上げる事で、以前よりもはっきりと聞き

取りやすい声で、正確に伝えたい相手に自分の訴えを伝えられるようになりました。 

 

そんな形で取り組みも順調に進んでいた中で、ある出来事

が起こります。去年、学さんは自宅で洗い物中に怪我をして

しまいました。また、今年始めに体調を崩し、約一ヶ月の入

院を経験しています。学さんにとってはとても辛くて、大変

な日々だった事は想像に難くありません。その後、退院して

わたげに通所してきた時は、本人は辛い経験をしたにも関わ

らず、以前と同じ元気な姿と笑顔を見せてくれて、職員一同

安心したものです。 

 

そんな以前と変わらぬ日々が戻ったある日、休憩時間に学

さんがノートに何か文章を書いているのを職員が発見しまし

た。学さんから了承を得て内容を見せてもらうと、左の写真

のような文章が綴られていました。内容的には、学さんが手

を怪我した時や、体調を崩し入院した時の事が書いてありま

した（ちなみにこれらの文章は今回こっとんあっぷに載せて

もいいか、学さんに確認をして了承を頂いています）。 

私はこの文章を見たときに、学さんはこんなに表現豊かに

自分の起きた事や状況を文章に書く事が出来るのかと驚いた

のと同時に、これだけ表現する力があるのなら、本当ならも

っと色んな自分の事や想いを職員や周りの人に対して伝える

事が出来るのではないか、今はその環境が整っていないだけ

なのではと考えました。 

学さんは普段は書いた物等は誰かに見せる事もなく、定期

的に断捨離のように捨てているので、恐らくこの文章も職員

が気付かなければ誰にも知られる事なく捨てられてしまった事を考えると、これだけ表現出来る力があ

るのに、もったいないとも感じました。 
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それらを踏まえ、私なりに考え、学さんが自分の想いを伝える手段の

1 つの支援として、思った事や伝えたい事があれば、フレーズ帳にフリ

ースペースを作り、メモ帳に書いて職員に渡してくださいというような

仕組みを取り入れました（左写真）。 

このメモ帳の取り組みを始めてから、本人から 2 回、反応がありま

した。1 回目は学さんがカラオケで歌う曲のリストのようなメモでした。

昭和の懐かしい曲が並んでいました。○年〇月までカラオケお休みとの

文章も書いてありました。学さんは以前、月 1 回ヘルパーを利用して

カラオケに行っていましたが、コロナの影響で数年中止となっています。

このメモからはコロナでカラオケが行けなくなって早く再開したいの

か、早くこの曲を歌いたいのか、いつになったらまたいけるようになる

のか等の想いが感じ取れました。 

2 回目は学さんが行っている調理活動での、調理の材料と作る物と思

われるメモを渡してくれました。調理でこれを作ってみたいのでしょう

か。材料を見ると普段の調理活動では使わないナス、トマト、ピーマン

等、その時期の旬の野菜が多く、調理の題名には「夏野菜の麻婆炒め」と書かれていました。学さんは

一つ一つの野菜ではなく夏野菜というカテゴリーで食材を捉える事も出来る等、今まで私達が知らなか

った事も含め、学さんからの私達に対する多くのメッセージを感じとる事が出来ました。私達は学さん

から発信してくれたメッセージに対し、しっかりと向き合っていきたいです。 

学さんは去年怪我をした時、家族には言わずに一人で部屋に戻りタオルで止血している等、何かあっ

た時に中々相手に伝えられない部分があります。今後はメモを渡す方式ではなく、本人のエリアに書い

たメモを入れる箱を設置し、何か書いたらそこに入れる方式にする方が、学さんもより利用しやすいの

ではと思うので作成していこうかと考えています。 

意志決定支援が重要とされている中で、今後学さんが何かを選択する時、普段から自分の想いや考え

を相手に伝える、表現する場があれば良いと思い、この取り組みを続けています。 

いきなりゼロからスタートするよりも、そのような日常の積み重ねの土台がある事で、少しでもその

経験がプラスになり、より正確に本人の意思を受け取れるようになるのではないかと感じています。学

さんに限らず、利用者の方々が作業や取り組みの場面だけでなく、それ以外の他の想いや考えも自分か

ら発信出来るような環境作りも大事なのではないかと、今回の取り組みを通じて改めて考えるきっかけ

となりました。                                   田邉拓海 
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器用な学さんは、パソコンを使ってわたげの給食のメニュー表を作る役割活動や、調理活動

での包丁を使った食材のカットまでお手の物です。カットする時の猫の手もバッチリ！ 

これからも学さんの活躍に期待しています！ 
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№６５ 
利用者みなさんが取り組んでいる仕事の一部をご紹介します！ 

 

 
プラスチック段ボール（通称

「プラダン」）で箱を作りまし

た。段ボールの隙間に針を

挿します。 
 

決められた本数のケーブルを輪ゴムで束ねます。 

長さや本数が揃っていることで、次にビニール皮を剥

く作業がリズムよくでき、作業がやりやすくなります。 

【ルアー編】 

釣り具の組立て作業です。材

料はバラバラで届きます。箱の

穴に挿したり、シートに並べて

数えます。 

それぞれの材料はバラバラでも、

数を揃えたり、針を取り出しやす

くすることで、組立てる作業の効

率がグッと上がりました。 

【ケーブル編】 

受注した際にはグルグルに

巻かれた状態です。 

指定の長さに切って、数え

て、束ねて… 

プラスチック段ボール 

（通称「プラダン」）で箱を作りました。段

ボールの隙間に針を挿します。全部の穴

に挿すと、ぴったり 100 本になります。 

これらはほんの一部ですが、利用者みなさん

で工程を分担しながら、様々な作業に取り組

んでいます。職員も、時にホームセンターや

100 円ショップをめぐり、素敵なグッズがあ

れば「アレに使えるかも！？」とアイデアを

出し合い、利用者さんの得意なことに活かせ

るように日々試行錯誤しています！ 



た ん ぽ ぽ の 郷 後 援 会 の ご 案 内 

たんぽぽの郷後援会は、横須賀・三浦地区に在住の「自閉症」という障害を伴った人たちが、地域の一員として

自分らしく生活していくために、必要な支援に取り組んでいる【社会福祉法人横須賀たんぽぽの郷】の活動を支援

する事を目的に組織されました。 

▼ 年 会 費  個人会員 １口   ３，０００円 

          団体会員 １口  １０，０００円 

たんぽぽの郷後援会にご理解、ご協力くださる方は、下記の郵便為替口座をご利用ください。 

郵 便 為 替 口 座 番 号     ００２４０－９－１７４７４ 

郵便為替口座加入者名     た ん ぽ ぽ の 郷 後 援 会 

 

☆☆☆☆★☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆★☆☆☆☆☆☆☆☆☆彡☆☆☆☆★☆☆☆☆☆ 

ボランティアさん 募集中 

わたげ・ふぁず・こっとんはうすで、自閉症を伴う方々と一緒に何か活動してみませんか？ 

作業の検品､余暇活動の支援､清掃等、お手伝いをしていただける方がいましたら､ご連絡ください！！ 

    〈連絡先〉                                            

わ た げ   電話：０４６－８４４－００３８ （担当：いしい） 

E－mail： aaq40690@hkg.odn.ne.jp 

ふ ぁ ず   電話：０４６－８８４-８０４０  （担当：さかい） 

E－mail： faz2018@wing.ocn.ne.jp 

こっとんはうす  電話：０４６－８５２－８３５５ （担当：すずい） 

        E－mail： tanpoponosato-ch-rg250e@jcom.home.ne.jp 

☆☆☆☆★☆☆☆☆☆☆彡☆☆☆☆☆☆☆★☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆★☆☆☆☆☆ 

～編集後記～ 

 

10月に入り、「今朝は冷え込んだ」「空気が乾燥している」等、久しぶりに聞いた！という言葉を耳

にするようになりました。私たちは、利用者のみなさんが活動する場所を、常に快適に保てるよう、

空調の設定をこまめに調整しています。けれど、暑い時期のように、とにかく冷やせば快適ではなく、

気温と湿度の関係、陽射しの入り方、風の強さや向き等で、設定を変える難しさがあります。さらに

は座位・立位での感じ方の違い、暑がり・寒がりの個人差は思いのほか大きいものです。そこで、職

員の感覚での調整にならないよう、各作業室に室温湿度計を置き、目安の室温湿度を決め、その数

値に保てるよう調整する事にしています。例えば職員が動き回って暑いと感じた時にも、目安通り

の数値であれば、自分が暑いだけと確認でき、室温を下げ過ぎてしまう事もなくなります。気候変

動の激しい昨今ですが、利用者のみなさんが力を発揮しやすい快適な活動場所を提供し続けられる

よう努めていきたいと思っています。記録的な猛暑が終わり、今年はどんな冬になるのでしょうか。

みなさま、ご自愛下さい。  （庄司） 

 

社会福祉法人 横須賀たんぽぽの郷   〒239-0824 横須賀市西浦賀３－１３－２１ 

TEL:046-844-0038／FAX：046-844-0036 E－mail：aaq40690@hkg.odn.ne.jp 
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